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施策区分 事業名 事業費 内容

移住定住・

子ども施策

若者移住定住・子育て支援事業 7,046万円
乳児紙おむつ購入費用、保育所使用料・幼稚
園授業料等、若者移住定住促進家賃、住宅建
設等費用助成

住まいのリフォーム助成事業 1,500万円 リフォーム等費用の一部助成
親子英語教室実施事業 99万円 親子を対象とした英語教室の実施

学力向上未来塾推進事業 448万円 退職教職員などの外部人材を活用して市営
塾を実施

スポーツ環境充実事業 677万円 プロ指導者（野球、サッカー）の招致
吹奏楽指導者招致事業 281万円 札幌交響楽団所属の演奏者を招致

産業活性化

石炭資源有効活用推進事業 315万円 石炭の地下ガス化基礎実験の委託
新産業創造等事業推進事業 9,880万円 宿泊施設建設企業への施設整備補助の実施
農業担い手確保・育成対策事業 1,036万円 新規就農者などへの補助
小規模排水等整備事業 150万円 圃場、水路などの排水対策支援の実施
商工業活性化事業やる気応援補助金 500万円 起業化などに対する支援の実施
三笠ジオパーク推進事業 4,690万円 三笠ジオパークの普及活動などの実施

高齢者施策
長寿祝い交付金 194万円 米寿と百寿の祝い金の交付
高齢者バス利用助成事業 614万円 高齢者のバス運賃の助成
敬老祝い温泉入浴券助成事業 570万円 敬老祝いに市内温泉入浴券などを助成

生活 新火葬場整備事業 4億2,284万円 新火葬場の整備

市立高校
高等学校就学経費等軽減事業 4,200万円 実習服、実習用具、寮費などの一部助成

高校生レストラン事業 3,444万円 高校生レストラン建設の実施設計および備
品の整備

道路・橋りょう 道路橋りょう新設改良事業 2億4,493万円 市内の道路、橋りょうの整備など
市営住宅整備 市営住宅建替改善等事業 3億6,627万円 榊町団地Ｅ棟建設など

各会計予算総括表

会計区分
平成28年度
当初予算額
［構成比］

対前年度増減額
［対前年度増減率］

一般会計
87億7,168万円減 9億8,629万円
［53.56％］［減10.1％］

特
別
会
計

後期高齢者医療
特別会計

1億9,170万円減 1,087万円
［1.17％］［減5.4％］

国民健康保険
特別会計

17億4,754万円減 1億5,534万円
［10.67％］［減8.2％］

介護保険
特別会計

13億9,099万円増 7,264万円
［8.49％］［増5.5％］

育英
特別会計

196万円減 8万円
［0.01％］［減4.1％］

企
業
会
計

水道事業
会計

5億9,694万円増 2,170万円
［3.65％］［増3.8％］

下水道事業
会計

10億8,192万円増 917万円
［6.61％］［増0.9％］

病院事業
会計

25億9,379万円増 1億5,373万円
［15.84％］［増6.3％］

合計
163億7,652万円減 8億9,534万円
［100.00％］［減5.2％］
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2主な事業

　市の会計の中心となる一般会計は、これまで市民の皆さんと取り組んできた行財政改革などで支出を抑
制してきたことや、収入の約半分を占める地方交付税が近年増額の傾向で推移したこともあり、国などから
指導を受けない健全な財政状況となっています。今年度は人口の減少による影響で地方交付税の減額が見
込まれますが、借金である市債の発行はできる限り抑制し身の丈にあった予算規模で、市の将来へつながる
事業などに予算を重点配分する予算編成としました。

1市の財政状況と予算編成
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コミュニティサポートのお知らせコミュニティサポートのお知らせ

　地域の方に歓談や趣味などを気軽に楽しめる集いの場として、今年1月から試験的に幾春別・岡山市
民センターで実施し活用していただきました。
　4月からすべての市民センターを週1回開放しますので、ぜひご活用ください。
　また、月1回はふれあい健康センターの職員が伺い健康などについて相談を受けます。

曜日 場所
月 幌内、美園
火 弥生、唐松
木 幾春別、三笠
金 岡山、山の手

【開放時間】午前10時～午後3時

【職員の相談日程】

【問合先】ふれあい健康センター健康係☎③2010

　5月以降の相談日
は各市民センター
に掲示します。
※葬儀などが入っ
た場合は、中止とな
る場合があります。

【開放日】4月7日㈭から開放します。

【開放

三笠警察署の統合問題について三笠警察署の統合問題について

　市では昨年11月に北海道警察本部長へ反対署名簿等を提出した後、市政懇談会で経過などの説明を行い
ました。
　1月に再度三笠警察署から統合の申し出を受けましたが、これまでと変わらぬ内容の説明であり、再編計
画に変更がありませんでした。
　この問題に対する方針を示すべき時期が近づいてきたと考え、市議会ならびに市内交通防犯関係団体な
どの意見をお聞きし、三笠市主要団体協議会（商工会、農業団体協議会、建設協会、地区連合会、連合町内会連
絡協議会、老人クラブ連合会）で協議を重ねたところ「体制強化となることが確実とすれば、統合はやむを得
ないとしつつも、安全・安心な生活に支障が生じないよう、北海道警察へ要望事項を提出するべきでは」との
意見が出されました。
　これまでの経過の中で、各組織からのご心配事やご意見などが出されており、三笠市主要団体協議会で再
度慎重に協議の上、北海道警察へ最終的な市の意向を示したいと考えています。
　皆さんのご理解をよろしくお願いいたします。

【署名簿等提出以降の北海道警察の動き】　　　

平成27年11月25日
北海道議会総務委員会に警察署再編整備計画（案）の報告
警察署再編整備計画（案）の意見募集

平成28年  1月20日 三笠警察署から市に三笠警察署統合の再申出
                 2月19日 2016年度当初予算案の発表（警察署再編に向けた整備費7,707万円）
                 2月23日 警察署再編整備計画（案）の意見結果の発表
                 3月13日 三笠警察署主催による市民説明会の開催（三笠市民会館）

【警察署再編整備の内容】
▶小規模警察署を隣接警察署に統合
▶統合先の警察署（岩見沢警察署）は、警察署の大規模化を図り体制を強化
▶統合される警察署（三笠警察署）は、分庁舎として存続しパトロール活動などを強化
▶交番・駐在所（市内5カ所）は、現状の配置・体制を維持

【問合先】総務課総務秘書係☎②3185

地域の方
セ

所（市

場所 日時
岡山 4月15日㈮／午前10時～正午
山の手 4月15日㈮／午後1時～3時
弥生 4月19日㈫／午前10時～正午
唐松 4月19日㈫／午後1時～3時
幾春別 4月21日㈭／午前10時～正午
三笠 4月21日㈭／午後1時～3時
幌内　 4月25日㈪／午前10時～正午
美園 4月25日㈪／午後1時～3時

場
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